






緒言

　心身障害児の発生中,分娩時に起ってくるものは今日と雖もその後を絶たな

い。その主因をなすものでは高ビリルビン血症と低酸素症の二つが大きい。こ

のうち前者は交換輸血などでおよそ充分な対策がたてられているが,後者につ

いてはなお検討の余地があるので,本年度は次の 3 つの研究グループにより分

娩周辺の胎児管理を行った。


